
１、開催日時 2026年8月3日（月）　10：30～12：00

２、開催場所 テレビ岸和田 コミュニティーセンター2階会議室

３、委員の出席 委員総数 9名

出席委員数 9名

出席委員の氏名 井上  實 花枝 秀材

（敬称略） 太田 享之 （委員長） 馬場 由美子

大塚　孝 林　学

谷 桂輔 （副委員長） 安田 博宣

萩原 哲雄

会社側出席者 岡田 裕樹 代表取締役社長

西岡　修 常務取締役

元岡　義和 取締役・営業部統括部長

堀　直博 取締役・総務部統括部長

庄司　浩貴 執行役員・コンテンツプロデュース部　統括部長

田宮　徹 コンテンツプロデュース部　次長

井上　悟 コンテンツプロデュース部映像技術課 課長

事務局 橋本　明彦 コンテンツプロデュース部コンテンツ企画課 課長

上代　真悟 コンテンツプロデュース部コンテンツ企画課 係長

４、審議の概要 １、委員委嘱

２、委員自己紹介

３、役員選出・委員長挨拶

４、会社の現状について

５、2025～26年度の自主制作番組の取り組み、視聴者から寄せられた意見の報告

　 ６、その他

５、審議内容

株式会社テレビ岸和田放送番組審議会 2026年度 第1回審議会 議事録 

委員改選に伴い、冒頭に委員の委嘱式を行った。

その後、太田委員が委員長、谷委員が副委員長となり、審議会を開催した。

審議では、会社の現状報告や、１年間の自主制作番組の一部を視聴してい

ただき、各委員より意見を伺った。

その中、委員からは令和8年熊本地震に関連した放送に対する質問や過

去の

だんじり祭の素材のカラー化に取り組んでみてはという提案が上がった。

また、家族で在住する外国人が増加している観点から、学校、教育現場で

の取り組みについて紹介を求める意見が上がった。

さらにコミチャン１１・１２の運用に関して、コストバランスを考慮した企業経

営となっているのかとの質問が上がった。

会社からは、権利保有者の確認や学校現場とのより一層の連携、確認を取

りながら、各委員よりいただいたご意見や視聴者からのご意見を参考にし、

地域に根差した番組制作に取り組んでいきたいと説明した。


